
アート界のイノベーション③ 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライ

ド 

使用教

材 

  Ⅰ･Ⅱ   「芸術」に対して自分が持っ

ている「常識」に関して歴史

的な作品を鑑賞するなど様々

な角度から考察することによ

って、再考する機会を持ち、

イノベーションに関する理解

を深める 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

0 分 

  

  

  

  

  

15 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

25 分 

  

  

  

  

  

  

 

 
  

 
  

 

 

 
  

  

  

  テーマとなる「絵」を見せて、そこから 100 文字程度の

ストーリーを考えさせる。 

グループ内で発表させ、それぞれの作品についての感想や

評価を互いに行う 

  

グループ内で代表者を決めて作品を発表する（グループ内

で作品に修正や補足をしても良い） 

  

 「松林図屏風」を鑑賞する 

この作品は何が高く評価され見る人を惹きつけているの

か、考えてみる 

  

  

 考えるヒントとして、千利休「朝顔の庭」に関するエピソ

ードを紹介する 

  

利休はなぜ咲いている朝顔の花をすべてつみ取り、茶室に

「一輪の朝顔」を生けたか？ 

  

 この作品の鑑賞を行う 

何を感じたか？どこからそのように感じたか？ 

  

  

 作品内の「事実」から「主観的に」感じた「考え」を言

う。 

自分で感じたことであるから「正解」や「不正解」という

評価にはならない 



  

  

  

  

  

35 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

45 分 

  

  

  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、この作品に「正解」は存在するのかどうか、お互い

に考えてみる 

  

  

これらのことから 

「作者」「作品」「鑑賞者」の関係について考察する 

  

音楽の場合を例にとると、理解しやすい 

「私たちは音楽を鑑賞する時、作者の意図をどこまで考慮

しているか？ 

 作品そのものを見ているのではないか？」 

  

 アンケート調査（グーグルフォームにて） 

   

「アートとは何か」次の５つの質問を通して自分の認識を

確かめてみる 

  

  

１アートの目的 

  

 ２アート作品の作成について 誰が作成し、どのように作

成すべきか？ 

  

 ３アート作品の鑑賞について 

  

   

  

  

  

  

   

  

これらの「アートに関する自分自身の認識」を踏まえてマ

ルセール・デュシャンの「泉」を鑑賞する 

  

  

   

感じたままに自分の「問い」を出来るだけ多く創り出す 

  

  

この作品がなぜ「アート界最大級のイノベーション」なの

か？ 

  

  

「何を変革したのか？」 

  



 

 
  

  

この作品の背景を説明する 

  

  

   

これらの学びを通して自分の「芸術」に対する常識は変化

したか？ 

  

      

  

  


